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～誰ひとり取り残されない「地域共生社会の実現」を目指して～
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個人による援助（ボランタリーな活動） 相互扶助・地域づくりの活動
相談援助（狭義のソーシャルワーク） コミュニティオーガナイジング

事業としての福祉サービスの提供 コミュニティ政策

公的な法制度(社会保障・社会福祉・保健医療・労働・住宅・教育・・・)
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内発的なフェーズ
専門的なフェーズ
政策的なフェーズ

地方政府
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・行政
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贈与
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贈与

政策
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地域福祉を推進していくうえでの社会福祉施設・事業所の役割
高齢化率の高い市町村ほど、年金給付や医療機関受診によって社会保障を通じて
「所得」のウエイトが高くなり、結果として、サービス業においては医療・介護
といった公共サービス業への特化が進んでいるものと考えられる。
これらの地域では、高齢者の消費が地域の小売業を支えていることになる。
このようにして、社会保障が地域の産業構造を形づくっているのである。

総務省の「都市機能の立地状況」によれば、
・専門的な医療が必要と紹介された患者に医療を提供することができる
地域医療支援病院が、当該市町村に立地する割合が80％以上になるのは
自治体の人口が20万人以上

・重症の患者に対して高度な医療を提供することができる救命救急センター
は人口25万人以上となる。

…病院数や医師数がゼロになった市町村の存在
人口減少によって一定の需要規模がなくなってしまえば、サービス供給が

行われなくなり、産業そのものが成り立たなくなってしまう。

介護分野については、小規模の自治体でもサービス供給は存在している。
・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は、人口4000人以上
・通所、短期入所介護事業は、人口8000人以上の人口規模になると
その自治体に立地する割合が80％以上となる。

生活条件が厳しい地域ほど、福祉施設・事業所の存在がサービス提供以上の
大きな意味（地域のインフラとしての意味）を持つようになる。

⇒社会福祉施設を基点として地域福祉の展開（「交換」＋「贈与」へ）

成立閾：財・サービスを供給する施設の立地に
とって必要な最小限の需要量（人口）
成立閾が大きい…高次業種
成立閾が小さい…提示業種

（宮﨑雅人（2021）『地方衰退』岩波新書より）

公共サービス業の中でも医療や教育が成り立たなくなるほど人口減少が進んだ

状態は、地域衰退が止まらなくなる「臨界点」であるといえる。
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対応が難しいと感じた事例の生活課題



連携したいと思う団体や専門職
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困難な
状況に

置かれている人

生活課題の
複合化

SOS発信

法・制度

対象規定

専門機関

専門職

「制度の狭間問題」
の発生

制度やサービスの
ことを知らない

制度やサービスの
利用を拒む

「制度の狭間問題」の構造

生活保護法

生活困窮者自立支援法

生活福祉資金貸付制度

日常生活自立支援事業

年金・医療保険制度

介護保険法

障害者総合支援法

コミュニケーションがうまく
とれない

お金がない

体調悪い

仕事に就けない

お金の管理ができない

介護が必要

ゴミがいっぱい

（資料：松端作成）



困難な
状況に

置かれている人

さまざまな
生活課題

SOS発信

法・制度

本人の意向ふまえ

豊かな生活の実現へ

専門機関
専門職

意思決定支援
寄り添い型支援

制度やサービスに
関する情報の共有

制度やサービスの
利用を通じて
よりよい生活へ

包括支援体制のイメージ図
就職

中間的就労

サロンなどで活動

サロンなどに集い・
憩う

包括的相談支援事業

アウトリーチを通じた
継続的支援事業

多機関協働事業

参加支援事業

就労支援事業所
（福祉的就労）

地域でちょっとした
お手伝い

把握

趣味の活動
仲間と遊ぶ

働きたい

役に立ちたい

働きたいけど自信がない

さみしい

人と関わりたい

出番がほしい

仲間と楽しみたい

包括的
重層的
支援

（資料：松端作成）



個別支援

地域支援

総合相談 …ニーズキャッチ
ワンストップ対応
寄り添い型支援
ソーシャルサポートネットワークづくり…多職種連携・異業種連携

地域課題の把握 …地域アセスメント
個々の住民の生活課題の集約

当事者の組織化
地域組織化 地域活動の組織化（資源開発）
ボランティアの組織化

計画づくり 懇談の場・機会
対話と学び合い（討議・闘議・熟議）
ソーシャルアクション（交渉・対決・闘争・運動）

支援の舞台としての地域

生活の舞台としての地域

ワ
ー
ク
の
形
成
～

～
支
援
の
ネ
ッ
ト

～
自
治
の
形
成
～

“私たち”づくり

親密圏

公共圏

個別支援～地域支援
重層的支援体制整備事
業でタテ割を超えた連
携・協働がどれだけ実

践できるか!?

地域のなかで住民が自分
たちの生活をまもるため
にどれだけ共同して自治
的な実践できるか!?

15（資料：松端作成）



NHKラジオ らじる★らじる
https://www.nhk.or.jp/radio/ondemand/detail.html?p=0143_01

テキスト
『NHK社会福祉セミナー2022(4月～9月)』

NHK出版

❖松端克文 「5月 地域福祉という考え方と実践」
NHKラジオ第2放送

１回 5月 7日 / 第2回 5月14日 / 第3回 5月21日 / 第4回 5月28日
放送 19：00～19：25

１回 5月 8日 / 第2回 5月15日 / 第3回 5月22日 / 第4回 5月29日
再放送 12：15～12：40


